
第39回�

（無償なのに）楽しそうに働くボランティアの皆さんの姿が、アジアの保健ワーカー
に大きな励ましとなり、また保健ワーカーの真摯に取り組む姿勢から、日本の皆さん
が良い刺激を受けるという、そんな素敵な循環がこれからも続くように、この表彰を
励みに精進します！�

編集会議での投
票の様子

合併号特別企画�ボラみみPresents：ボラみみアワード�

ボラみみからエールをおくります�

隔月で、地元企業の社会貢献活動について、各担当者に自社の社会貢献活動を紹介していただいて
います。第39回となる今回は、TOTO株式会社中部支社です。

TOTO株式会社中部支社 総務課　福井基江

水と地球のあしたのために。まずは身近な地域から�

TOTO株式会社 中部支社 総務課�
名古屋市中村区名駅3-28-12　TEL：052-308-1099　FAX：052-308-5434
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次回は、富士ゼロックス中部株式会社をご紹介します。�

●活動目的
何らかの事情で経済的に困り進学をあき
らめざるを得ない、向学心にあつい子ども
たちを支援するため、チャリティ事業を開
催し、その参加料の剰余金や寄付金を
基金化し、子どもたちに給付型の育英資
金を支給することを目的としています。

●活動内容
（１）定例ジョグ＆ウォーク大会の開催
（２）まちづくりを目指した「ジャズフェスティ

バル」の開催（企画中）など

●団体PR
子どもたちは次世代を担う貴重な人です。
教育の機会が経済的理由で阻害されるな
ら、悲しいことです。事業を継続させ、当会
の事業が歳末の風物詩となり、寄付社会
の構築や「まちづくり」に貢献できればとの
「夢」をもって進んでいます。当会が設立
する基金の受益者の出身地は問いません。
愛知県内に本部をおく高校、専門学校、
短大・大学で学ぶ方が応募可能となります。
詳しくはホームページをご覧ください。

●団体設立
2016年5月20日

●代表者
太田 征樹

●連絡先
TEL/FAX：052-804-1561
（9：30～16：30）
E-mail：opn@758omoiyari.jp
HP：www.758omoiyari.jp  

●活動分野
青少年・文化・まちづくり

�

特定非営利活動法人 NAGOYAおもいやり実行委員会�

随時ボランティアを募集しています。ホームページ管理とデータ入力をしてくれる人、イベントの企画・立案が�
好きな人、失敗を恐れずに行動する人、お待ちしています。（担当者名：松本イズミ）�
�
�

団 体 紹介 隔月で、設立１年未満の団体紹介をしています。�
NPOやボランティア活動がより身近に感じられるよう、様々な分野の団体を取り上げていきます。�新

　TOTOは、創業以来、水の大切さを心に刻んできました。「水を大切に」「温暖化を防ぐ」「資源を大切

に」「地球を汚さない」「生物多様性を守る」「地域社会のために」のグローバル環境テーマに取り組んで

います。

　中部支社では、年2回の「海岸清掃」、年1回の「どんぐりの植樹」、月1回の「支社周辺清掃」に中部

地区のグループ会社6社と一緒に取り組んでいます。

　9月の「海の清掃活動」では、三重県尾鷲市行野浦海岸にて、

地元ダイバーの方 と々一緒に海の中と海岸のゴミ拾いを行います。

家族で参加する方も多く、小さなお子さんも一生懸命活動してくれ

ます。いつも大量のゴミが集まりますが、分別まで行い、終わった時

には皆、達成感があります。

　11月の「どんぐりの植樹」では、三重県津市美里町の里山の整

備をし、育てた苗を植樹します。こちらも家族で参加する方が多く、

学ぶこともたくさんあり、意義のある活動となっています。

　毎月の支社周辺の清掃では、早朝に有志50人で「TOTO 

GREEN CHALLENGE」のロゴが入ったビブスを着用して活

動しています。歩道や植え込みの中のゴミ・空き缶・ペットボトル・

吸殻など大量のゴミを回収します。少しでも名古屋駅前からポ

イ捨てが減るように、通勤で行き交う方々に想いが伝わることを

願いつつ、今後も「地域貢献・社会貢献」の気持ちを持ちなが

ら、これらの活動を続けてまいります。

支社周辺の
清掃活動

「海っこ活動」
 ★  受 賞 団 体 からコメントをいた だきました  ★ �

　2015年から始まった「ボラみみアワード」。3回目となる今回も、編集チームに限らずボラみみで活動するボランティ

アスタッフから広く推薦団体を募集しました。ボラみみ以外で活動しているスタッフも多く、さまざまな分野の20団体が

候補として挙がりました。その後、スタッフの投票を経て、5団体を決定しました。今回選ばれた5団体の他にも、難民を

支援する団体、動物の保護活動に取り組む団体、障がいのある人やその家族をサポートし続けている団体など、どれ

も素晴らしい活動ばかり。みんな、悩みながらの投票だったと思います。

　そして2016年11月27日（日）、ボラみみより情報局総会にあわせ、「表彰式」を

行いました。「地域社会のために、これからも一緒にがんばりましょう！」という気

持ちを込めて、受賞5団体の皆さまに、賞状と副賞をお渡しすることができました。

普段は直接お会いする機会が少ない団体の皆さんと交流するとても貴重な時

間となりました。「ボラみみアワード」が少しでも団体・施設の皆さまの励みとなれ

ば、うれしいです。ご参加、ご協力いただいた皆さま、ありがとうございました！

公益財団法人 アジア保健研修所（AHI）�

このたびは、ボラみみアワードを受賞できましたこと、心よりうれしいです。社会から
見た「おてらおやつクラブ」への期待度を目の当たりにし、この受賞の喜びと重責
を持って、今後も子どもたちの笑顔を増やしていきます。�

おてらおやつクラブ�

「ボラみみアワード」にご選考いただきありがとうございます。先日も、『ボラみみ』
誌面にボランティア募集の案内を掲載していただいたところ、早速、2名の応募があ
り、貴団体の広報力の凄さに驚きました。今後ともよろしくお願いいたします。�

特定非営利活動法人 チェルノブイリ救援・中部�

「ボラみみアワード」ありがとうございます。萠作業所で昼食を作るボランティア活
動を、普通の主婦が20数年間も続けて来られたのは、家族の理解と萠作業所の理
解のおかげだと思います。今後ともよろしくお願いいたします。�

ボランティア守山つくしの会�

このたび、ボラみみアワードを受賞できたことを大変光栄だと受け止めております。
入会希望の多くの皆さんは「ボラみみを見た」ことがきっかけで、ボランティア活動
の輪に入ってくださいます。「ボラみみ」をはじめ多く皆さまのお力添えに感謝いた
します。これからも子どもの笑顔を原点に活動を続けてまいります。�
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